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いてである。政府の東日本大震災復興構想会議は、6 月 25 日に「復興への提言～悲惨の
なかの希望～」を発表したが、その冒頭には「破壊は前ぶれもなくやってきた」とある。
しかしこれは正確ではない。なぜなら、少数者であることを恐れず学術的良心をかけて「前
ぶれ」を警告してきた研究者がいたからである。彼らは、科学、技術を現実化する政府、
企業、ある場合には学界からも排除されてきたわけである。私は、排除にも屈せず、勇気
をもって学問的良心を貫いてきた彼らに敬意を払うことなくして、大学や研究者は、社会
的信頼を回復することはないと思う。また、次世代の学術や技術開発を担う若者の教育を
担うこともできないのではないかと思う。
　和歌山大学においては、以上の観点から、研究者の社会貢献にともなう社会的責任につ
いての議論を深め、研究者の倫理、使命について考え続けたいと思う。
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